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みなさまの業務にお役立て頂ける情報をライブで配信！

オックスフォード・イムノテック
ライブウェビナー シリーズ2022

結核対策の最新情報
加藤  誠也  先生
公益財団法人結核予防会結核研究所 所長

入国前結核スクリーニングの
概要について

2022.6.24 Fri
19:00～20:20 ZOOMにて配信

※ご視聴用URLはお申し込み後に送信いたします

下記URLまたは二次元コード
よりお申込み願います。
別途メールにてご視聴用URL
をご案内いたします。

お申込みはこちらから

河津  里沙  先生
公益財団法人結核予防会結核研究所
入国前結核スクリーニング精度管理センター
主任研究員
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日本国内の医療従事者を対象として、結核補助診断キット「T-スポット®.TB」の
適正使用をご理解いただくために、オックスフォード・イムノテックが情報提供を
行っております。結核に関しての様々な情報、WEB講演会、症例検討、エキスパート
への質問コーナーなど、診断から治療まで医療従事者の皆様にお役立ていただ
ける内容をご用意しております。

●医療従事者向け情報サイト
・T-スポット®ニュース
・基礎知識
・各種ガイドラインの位置づけ
・専門医向けinformation
・ウェビナー
・専門医への質問箱
など他にも様々な情報を提供しております。

●ニュースレターメールでの
最新情報の発信
・定期的に最新情報や先行情報を配信
・Eメールニュースレター購読者限定
イベントをご案内

など最新情報を発信しております。

会員登録はこちらから
https://tspot.jp/

●下記のSocial Mediaでも
情報発信を行っています。

Oxford Immunotec APAC
オックスフォード・イムノテック APACからグ
ローバルな情報を発信しています。

オックスフォード・イムノテック株式会社
T細胞免疫応答に関連したアップデート情報を
定期的に配信しています。

医療従事者の方に、情報発信を行っています。

ZOOMのご利用方法
本WEBセミナーではZoomアプリをお持ちでなくても、ご自身のパソコン、モバイル機器でご視聴いただけます。
ブラウザからご参加の場合は、セミナー開始前となりましたら以下作業を行っていただきご視聴のご準備をお願いいたします。

❶「ミーティングを起動」をクリック。
❷「ブラウザから参加してください」をクリック。

本WEBセミナーでは、「マイク」
「ビデオ」は使用いたしません。
マイクは「ミュート」に、ビデオは
「オフ」にしてご視聴願います。

❶お申込みいただきました「お
名前」を記載してください。
❷「私はロボットではありませ
ん」の左側にレ点をいれて
ください。
❸「参加」をクリックいただけ
れば、セミナーにご参加い
ただけます。

横浜市港北区新横浜 3-8-8 日総第 16ビル 8F
TEL. 0120-718-004　FAX. 045-473-8006
e-mail：contact-jp@oxfordimmunotec.com

T-スポット®、T-SPOT®、T-Cell Xtend® はOxford Immunotec Limitedの登録商標です。
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本WEBセミナーは、先生ご自身のパソコン・モバイル機器にて無料でご視聴いただけます。
ご視聴を希望される先生は、下記二次元コード又はURLよりお申込み願います。
右記URLまたは二次元コードよりお申込み願います。
別途メールにてご視聴用URLをご案内いたします。
※お申込みいただきました個人情報は、オックスフォード・イムノテック株式会社
の個人情報保護方針に基づき安全かつ適切に管理いたします。

ウェビナー登録はこちらから
https://us06web.zoom.us/webinar/register/
WN_M6P_20L0RnuRwV3CqBo5rg

お
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COVID-19による影響を慎重に見極める必要はあるものの、
日本の結核罹患率は人口10万対10を下回る「低まん延状態」が
見通せる状況になった。次の目標である「根絶」に向けての今後の
対策の方向と目標設定の考え方の議論が進められている。80歳
以上の高齢者や外国出生者の問題、COVID-19の経験を踏まえ
た結核医療体制の再構築などの課題がある。LTBIの診断・治療
や多剤耐性結核の治療に関して新技術が導入されたが、さらに罹
患率の低下を加速させるために、簡便で精度が高い診断方法、コ
ンピュータ支援による画像診断（CAD）、ICTを活用した患者支援、
発病に至る病態解明、より短期の治療法など、革新的な技術の開
発が進められている。

結核は世界三大感染症のうちの1つであり、2020年には、世界では推定
1000万人が結核に罹患し、150万人が死亡したと報告されている。日本で
も結核はいまだに最大級の感染症であり、2021年には12,739人の新規患
者が報告され、届け出率は人口10万対10.1である。日本の結核患者にお
いては、65歳以上が68.5％を占めているが、若年者を中心に外国出生の患
者が増加している。新登録結核患者総数に占める外国出生者の割合は
11.1％だが、20-29歳では71.3％に達しており、外国出生者結核対策はよ
り重要性を増すと考えられる。
このような背景を鑑み、厚生労働省は、入国前に結核にり患していないこ

とを求める入国前結核スクリーニングを導入することを決定した。新型コロ
ナ感染症の世界的流行によって、その開始時期は遅れているものの、準備が
進められている。本セミナーでは入国前結核スクリーニングの概要、対象者
や方法、健診医療機関などについて情報提供させて頂きたい。

河津  里沙 先生
公益財団法人結核予防会結核研究所

入国前結核スクリーニング精度管理センター 主任研究員第2部加藤  誠也 先生
公益財団法人結核予防会結核研究所

所長第1部
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